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から 2000年代にバリ島に移住した 18人の日本人女性をライフスタイル移民ととらえ、第 4章から第
6章の分析の基礎となる、詳細なモノグラフをまとめている。 
第 4章では、日本人女性がバリ島に移住するプロセスを分析し、パッケージツアーでバリ島を初め
て訪れた彼女たちが、その後自由旅行で長期滞在を繰り返し、脱物質主義的な生活を体験していくな
かで移住に至るという過程を明らかにしている。第 5章では、バリ島移住後の日本人女性の国際結婚
について分析し、彼女たちの現地の男性との結婚が、従来の国際結婚にみられる社会経済的地位の上
昇を求めるハイパガミー志向結婚ではなく、「脱ハイパガミー志向結婚」であることを明らかにして
いる。第 6章では、バリ島移住後の日本人女性の仕事について、日本人オーナーに雇われているケー
スと起業家のケースについて分析し、いずれも日本では得られないやりがいを感じていることを明ら
かにしている。終章では全体を総括し、本研究の意義を示している。 
本研究は、これまで知られていなかったライフスタイル移民としての日本人女性の実像を詳細に記
述し、丹念な質的分析から移住プロセスを解明するとともに、移住後の国際結婚が従来とは異なる「脱
ハイパガミー志向結婚」であることを提示したものであり、斯界の発展に寄与するところ大なるもの
がある。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと
認められる。 
 
 
 
 
